
　

　新年あけましておめでとうございます。

　吉江地区の皆さま方におかれましては、希望に満ちた新春をお健やかにお迎えのことと心から

お喜び申し上げます。また、日頃から地域づくり協議会の運営につきまして皆様のご理解、ご協

力に深く感謝申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症は昨年度も猛威を振るい、昨夏の第５波により感染者数が増え続け、

富山県内では１日としての感染者数が１４７名（８月１９日）と過去最高となり大きな脅威をも

たらし、ウイルス感染により健康や生命を脅かされる事態となりました。

地域づくり協議会でも、地域住民の交流と福祉向上目的の事業として取り組んでいます「三世代

交流住民運動会」、「がんばる吉江いきいき祭り」、「吉江地区敬老会」は２年連続で中止せざ

るを得ない残念な結果となりました。

しかし、８月下旬頃から感染者数が急激に減少に転じ、１０月下旬から感染者数が０人という日

が続き、感染の収束が期待されたところでありました。ところが、１１月末新たな変異株「オミ

クロン変異ウイルス」が確認され、世界各国、わが国でも感染者が確認されるなど現在でも解決

の糸口も未だに見えない状況にあります。

このような中で吉江地区の皆様には基本的な感染予防対策を日常生活に習慣づけ、普段と変わら

ない日常を過ごしていただきたいと願っております。

　この１年が皆さま方にとりまして、穏やかで平安なものとなりますことを心よりお祈り申し上

げ、新年にあたってのご挨拶とさせていただきます。

　毎月恒例の「吉江ふれあい広場」と「吉江ふれあい食堂」の共同事業として初めての「餅つき

大会」を１２月１１日（土）吉江交流センターで開催しました。

当日は好天に恵まれ、子どもから大人まで約１００名の参加者で大いに賑わいました。

６升の餅米を４回に分けて蒸しあげ、参加した子どもたちも順番に杵を振るい餅つきを体験しま

した。突き上がった餅はぜんざいにして味わい、きな粉やごま餅も持ち帰り用として振る舞まわ

れました。
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吉江地区現在の姿

人口（男） 1,782 （-7）

（女） 1,875 （-7）

計 3,657 （-14）

世帯数 1,367 （-2）

（11月末現在）（先月比）

年頭のご挨拶

あれこれ よしえ

餅つき大会を行いました！！

吉江地域づくり協議会

会長 得能 金市



　福光駅前噴水広場に冬の彩りと賑わい創出を 　毎月第2土曜日に開催している「ふれあい広
目的として今年もイルミネーションを取付け、 場」は、次回は１月１５日（土）の第３土曜日
点灯式を１２月１８日（土）に行いました。点 の開催となります！会場は「荒木自治会館」で
灯期間は、３月中旬までを予定しており、明る す。福光体育館の方を講師に呼び、まとあてゲ
い街づくりの一翼を担います。 ームやフラフープを使ったあそび、じゃんけん
冬の澄んだ空気に発光ダイオード（LED）が一 ゲームなどのレクリエーションを予定していま
段と映え、とても心が癒されますよ！是非一度 す！お友達を誘ってみんなで遊びに来てね！
見に来てください！！

　生涯学習部会の事業として、親子で正月用の 　今年度２回目となる「ちびっこハッピータイ
しめ飾り作り体験を１２月１８日（土）に１０ ム」は”体を動かしてあそぼう”をテーマに行
組の参加で行いました。講師には、吉江地区で われました。リズムに合わせて親子でダンスを
しめ縄を作っている方を招き、親子でそれぞれ したり、椅子をトンネルに見立ててくぐったり
のアレンジを加えた個性的なしめ飾りを作って 参加した親子はとても楽しい時間を過ごしてい
いました。 ました。

今回は下野のお宮さん「神明社」です！

主祭神は天照大御神。神事は春と秋の年２回で、獅子舞や神輿はありません。

その創建は古く、織田信長をはじめとする名将が群雄割拠した約４５０年前の戦国時代に

まで遡るといわれます。比賣神社（高宮）前身の寺社が上杉謙信の越中攻めで焼き討ち

に有った時代に創建されている事に、民の信心がうかがえます。

また、神社の始まりの姿はモリ（杜、森）であったともいわれ、お宮の背面の崖に生い茂る

木々は、まさしく「鎮守の杜」。鎮守の杜は「自然と神と人との接点」であり、「共生を象徴す

る存在」ともいわれています。数多くの水生生物が生息し、地域の子供たちに親しまれている

神明社一帯は、自然との調和が求められるこれからの時代にふさわしい共生の姿のひとつと

考えます。

（企画総務部広報委員会 谷井 珠恵）

あれこれ よしえ ☆吉江地区のお宮さん１１☆vol.14
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